合同2019-4-02(2)

2019年度第3回国際／業界横断EDIタスクフォース分科会 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2020年1月29日（水）14:00～17:00
２．開催場所　：　機械振興会館　6階　6-68会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
　　　幹事会員　　　遠城　秀和　　　NTTデータシステム技術株式会社 

　　　幹事会員　　　関野　彬史　　　株式会社JSOL
幹事会員　　　香坂　真人　　　株式会社JSOL

　　　幹事会員　　  梶原　俊博      日本情報通信株式会社
　　　幹事会員　　  井坂　弘介      日本情報通信株式会社

　　　正会員　　　　猪股　洋二　　　パティオシステムズ株式会社
　　　正会員　　　　内村　洋平　　　富士通エフ・アイ・ピー株式会社
      正会員　　　　柏倉　太一　　　富士通エフ・アイ・ピー株式会社

　　　賛助会員　　　川内　晟宏　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

　　　　　　
事 務 局
     菅又　久直     一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会  

出席者10名
４．議事概要　
2019年度第3回国際/業界横断EDIタスクフォース分科会は、以下の審議を実施した。
（資料：業界横断2019-分科会(3)-01第3回国際/業界横断EDIタスクフォース分科会議事次第）
４－１．第3回国際／業界横断EDI&金流商流合同タスクフォース審議結果
　事務局より、第3回国際／業界横断EDI&金流商流合同タスクフォースにおける、流通BMSとのデータ連携についての審議結果が報告された。
（資料：業界横断2019-分科会(3)-02 業界横断TFでの審議）
· クラス図の表記：メッセージ表ではなくデータ連携表とする。
· カナの扱い：Alternative_ Name. TextまたはPhonetic_ Name. Textを使用。
· 項目対応の修正：「333 取引番号区分」「334 不定貫区分」を修正。
· テスト区分：Test. Indicatorを追加。
· 項目名の不一致：指摘された9項目の名称を修正。
· 必須項目対応：必須項目を(1..1)または(1..n)に修正。
· 送受信項目への対応：流通BMS定義項目全てに対応できない場合の対処。
【審議】
· 流通BMS項目54の項目名は正しいので修正しない。
· 送受信項目への対応「ITシステムで再利用または返信対象のデータと、ITシステムは対象としない業務データに区分する。前者のデータはITシステムのアプリケーションに取り込み、後者のデータは表示／印刷して人手を介して業務で使用する。」は社内アプリケーションの課題であり、データ連携の対応分析とは無関係である。
４－２．データ連携：注文メッセージ

　事務局より、第3回国際／業界横断EDI&金流商流合同タスクフォースの審議結果を反映した、流通BMS（注文）と国連CEFACT共通辞書とのデータ連携結果につき説明が行われた。
（資料：業界横断2019-分科会(3)-03 データ連携：注文メッセージ）
【審議】
· 流通BMSの「15 取引数」は取引明細数ではなく、送信ファイルに含まれる発注の数を示しているのではないか。
(流通BMSのメッセージ構造として、一つのファイル送信（支払企業と発注者）で複数の発注書（複数の取引先：受注者）を含むと解釈すべきか。
(その場合、国連CEFACT共通辞書対応のメッセージ構造は、「注文情報取引クラス」を(1..n)とし、上位レベル対応として別途に（支払企業／発注者）を指定するクラスを設ける必要がある。
(その場合、個別の取引先（受注者）に送信することはできず、仲介に一括送信し、仲介者が個別取引先に仕分けした発注メッセージを送ることになる。
(国連CEFACT共通辞書対応データ連携として、はたして複数発注書一括送信も想定すべきかどうか。
(当件は、流通システム開発センターに見解を相談しに行くこととする。
· 国連CEFACT共通辞書の文書タイプコード（Exchanged_ Document. Type. Code）に流通BMSの「11 メッセージ識別ID」をマッピングするのは間違い。流通BMS「7 メッセージ種」を対応させる。
· 流通BMS「138 税額合計金額」は国連CEFACT共通辞書の税額（CI_ Trade_ Tax. Calculated. Amount）にすべきではないか。
(税額合計の意味から国連CEFACT共通辞書の税合計金額（CIOH_ Trade Settlement_ Monetary Summation. Tax Total. Amount）とする（修正なし）。
４－３．流通BMS追加コード表
　事務局より、流通BMS（発注）のデータ項目構造に関わるコード表案が説明された。
（資料：業界横断2019-分科会(3)-06  流通BMS追加コード表）
· 追加のコード表は以下の通り。
· 文字定義（JP, KN, HK）
· 納品先（直接納品先、最終納品先）
· 物流ラベル印刷項目（カテゴリー名称１、カテゴリー名称２、最終納品先略称）
· 製品特性タイプ（PB区分、酒区分、不定貫区分、原産エリア、等級、階級など）
· 商品分類（大、中、小、細）
· 価格区分（原単価、売単価等）

· 追加コード表の名称は、国連CEFACT日本委員会（コード発番発番機関）によって設定される。
４－４．データ連携：出荷メッセージ

　日本情報通信：井坂委員より、流通BMS（出荷）と国連CEFACT共通辞書とのデータ連携試案につき説明が行われた。
· 出荷メッセージには、発注メッセージからの引継項目が多くあり、発注メッセージの項目が固まってから追加・修正をする必要がある。

（資料：業界横断2019-分科会(3)-04-1 流通BMS：出荷メッセージ XML）
（資料：業界横断2019-分科会(3)-04-2 データ連携：出荷メッセージ）
（追加資料：出荷メッセージ：データ連携コメント）

【審議】
· 流通BMS「121 取引番号（発注・返品）」及び「122 取引付属番号」は発注からの引継項目であり、国連CEFACT共通辞書の発注者参照文書（CIDDH_ Supply Chain_ Trade Agreement. Buyer Order_ Referenced. CI_ Referenced_ Document）のCI_ Referenced_ Document. Issuer Assigned_ Identification. Identifier)およびCI_ Referenced_ Document. Subordinate Line. Identifier)に対応付ける。
· 流通BMS「324 出荷者管理番号」は、国連CEFACT共通辞書の出荷番号（CIDDH_ Supply Chain_ Trade Transaction. Shipment_ Identification. Identifier）にマッピングする。
· 流通BMSのGLNは国連CEFACT共通辞書のGlobal_ Identification. Identifierに対応する。
· 流通BMS「35 計上部署コード」「36 計上部署GLN」「37 計上部署名（カナ）」は国連CEFACT共通辞書の支払者クラス（CIDDH_ Supply Chain_ Trade Settlement. Invoicee. CI_ Trade_ Party）の支払者コード、支払者国際コード、支払者名称に対応付ける。
· 流通BMSの2種類の納品日「102 直接納品先納品日」「103 最終納品先納品日」は、国連CEFACT共通辞書のCI_ Supply Chain_ EventのType. Code（コード102：直接納品先、コード103：最終納品先）と対でそれぞれのOccurrence. Date Time（納品日）を指定する。
· 流通BMS「201 税区分」は、国連CEFACT共通辞書の税額計算方式（CI_ Trade_ Tax. Calculation Method. Code）にマッピングする。
· 流通BMS「325 出荷者管理明細番号」は、国連CEFACT共通辞書の出荷明細納入実出荷（CIDDL_ Supply Chain_ Trade Delivery. Actual_ Despatch. CI_ Supply Chain_ Event）の出荷番号（Identification. Identifier）に対応付ける。
· 流通BMS「111 納品期限」などは、日時（Date Time）ではなく、日付（Date）を指定する。流通BMSの日付表記は「YYYY-MM-DD」となっている。国連CEFACTコア構成要素技術仕様書（CCTS）では、Date TimeはISO8601で規定されているフォーマット様式をTextで指定できる（例：「CCYYMMDD」）。
· 国連CEFACTのXMLスキーマのDate TimeはChoiceで、DateTimeStringタイプ（FormatをTextで指定）とDateTimeタイプ（ XSD: DateTime）を選択するようになっている。(実装における使い方を整理する必要がある。
· 流通BMSでは、出荷から始まるプロセス（発注EDIなし）もあることを留意する必要があろう。
４－５．CCBDAによるカナ表記
　NTTデータシステム：遠城委員より、CCBDAによるカナ文字の扱いにつき提案が行われた。
（資料：業界横断2019-分科会(3)-07  CCBDAによるカナ表記）
· XMLスキーマで使える制限（Facete）のpatternを使って指定する。
<xsd:pattern value=”正規表現パターン”

正規表現パターン　[&#xFF65;-&#Xff9f;]
· 国連CEFACTプロジェクト「CCBDAメッセージ構築ガイド」のなかに、XML Facetの使用につき含めることも考えられる。
４－６．次回について
（１）合同タスクフォース（国際／業界横断EDI&金流商流情報連携）
日時 ：2020年2月18日（火）14時―17時

場所 ：機械振興会館　地下3階 B3-9会議室

( 2月12日までに出荷（日本情報通信）及び請求（富士通エフ・アイ・ピー）の流通BMSデータ連携（案）を策定し、事務局に送付する。事務局にて、当該データ連携案を整理して2月18日の合同タスクフォースにて審議する。

以 上
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